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1. 原稿の書き方
1.1. 本文
　このフォーマットを使用して、原稿を作成することができる。
　各段落の冒頭は，全角１文字分下げて書き始める。記述は常用漢字，現代かなづかいとし簡潔かつ明瞭にする。なお，図表・写真以外の箇所においては，囲み線（文章を線で囲む）などの図形を配置してはならない。
※ 原稿は１０ページ以内に収めること。１ページは「１行４４字×３５行前後」。
1.2. 図表・写真
　図表・写真の使用は，必要最小限にとどめるよう心掛ける。
　各図表・写真は図１，表１，写真１のように，それぞれ一連番号を付け，タイトルを付す。図・写真は直下に，表は直上に，中央揃えで表記する。その際、回り込み処理はしない。また、図表は、各ページの上端か下端に寄せること。
　なお、本文中で図表・写真を参照するときには，以下のように表記する。
　　［例］　　図１は………………となっている（図１）。
　　　　　　　表１は………………となっている（表１）。
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図１　図のサンプル
表１　表のサンプル
	人数
	引用表記

	１人
	（　（薩摩 2014）および（Satsuma 2014）

	２人
	（　（薩摩・大隅 2014）および（Satsuma and Oosumi 2014）

	３人以上
	（　（薩摩ほか 2014）および（Satsuma et al. 2014）


2. 付記，注および謝辞
　本文の後は，必要に応じて，付記，註，謝辞，参考文献の順番になるようにする。また，著者人数によって，表１のように表記する。
3. 文献
3.1. 本文中での参考文献の引用
　本文中において参考文献を引用する場合，次のように表記する。
　　［例］　薩摩（2014）は………　　　　　　　　　………といっている（大隅 2014）。
3.2. 参考文献リストの記述形式
　参考文献は，原稿の最後に一括する。本文中で引用している文献のみをここに挙げる。
・雑誌の場合，著者，発表年，表題，雑誌名，巻数，号数，論文所在ページの順とする。
・書籍の場合，著者，発行年，書名，発行所，発行地，（ページを入れる場合はページ）の順とする。
・Webページを参照する場合は，著者，発行年，表題，URL，参照日の順とする。
　著者名は，該当の著作物の著者の姓と名の両方を表記する。複数の著者の場合は，１人ずつカンマ（，）で区切って全員の氏名を列挙する。
　同一著者の著作物を複数扱う場合，発表年の昇順で列挙する。全く同一の著者が同一年に複数の文献を発表したものを参照する場合のみ，発表年の表記は，2014a，2014bのようにa, b, c, …を付して表記する。本文中で参照する際にも同様にa, b, c, …を付して，（薩摩 2014a, 薩摩 2014b）とする。
　　［例］
薩摩太郎，大隅次郎（2014）教育実践研究紀要の執筆の手引き．郡元大学教育学部教育実践研究紀要，No.24, pp.100-104
薩摩太郎（2014）教育実践研究紀要．鴨池大学印刷，鹿児島
Satsuma, T. et al.（2014）How to Write Your Paper. Bulletin of the Education Research and Development, No.24, pp.100-104
教育実践総合センター（2014）教育実践研究紀要．http://www-jc.edu.kagoshima-u.ac.jp/ （参照日2014.09. 24)
4. 内容の領域
　教育実践研究紀要の内容は次の３領域がある。
① 論文：事例，調査，実験，理論的検討などに基づき，系統的に構成されたもの。先行研究との位置づけを明確にし，その新規性や有用性を示すことが求められる。そして，目的，方法，結果，考察，まとめ，参考文献といった章立てとなっており，論文の信頼性や妥当性が客観的に判断できる内容であることが必要である。
② 資料：論文とは位置づけが少し異なり，資料的な価値，速報性などの要素が強い。必ずしも目的，方法，結果，考察という標準的な構成にならない場合もあるが，その内容は信頼性や妥当性が客観的に判断できるものであることが望まれる。
③ 報告：教育実践の成果をまとめたもの。目的，方法，結果，考察という標準的な構成を必要としないが，実践内容やその経過などが客観的に読み取りやすいものであることが求められる。
5. 肖像権・著作権について
　写真等で個人の顔が特定可能な水準で写っている場合には、本人（保護者）の承諾をとること。
6. その他
　※ 特殊印刷（カラー印刷など）は受けつけない。
　※ 英文題目は英文校閲の専門家がチェックするが、内容を端的に示すシンプルなものにすること。
　※ 提出原稿は完全を期し、校正段階での修正は必要最小限にとどめること。
以上

